
有効視野制限下における文書閲覧時の視線と集中度の調査 

  
  

1  はじめに 
昨今，ICT や電子書籍の普及などにより，私たちが

日常生活において，ディスプレイ上で文書やWeb ペー

ジを閲覧する機会は増えている．しかし，ディスプレ

イ上に表示される大量の文字列や文書の戻り読みの

影響から，集中を維持することは困難である．  
集中できない要因として，大量の文字列以外に，有

効視野に映る広告やメールの通知など，ディスプレイ

に表示される情報量の多さが考えられる． 
有効視野とは，周辺視野領域内に存在する，必要な

ものを識別できる約4°から20°の範囲を指す．また，

人の視野は，約 100°の範囲があり，有効視野以外に

中心視野と周辺視野が存在する．中心視野は，注視点

から 1°から 2°の範囲であり，視力が高く，文字の

読み取りやモノの弁別を行う領域である．周辺視野は，

中心視野以外の視力の低い領域である（図 1）． 
先行研究[1]から，人は集中すると，この有効視野が

狭窄することが知られている．このことから，意図的

に有効視野を狭窄させることで集中を高めることが

できると考えた．また，集中を阻害させられる場面を

考えた時，広告や SNS の通知が挙げられるディスプレ

イ上において，効果を検討したいと考えた． 
また，文書の可読性や集中力向上のために，実際に

周辺視野領域を限定させる，リーディングトラッカー

や集中できる環境を作る眼鏡などの製品があるが，実

際にその効果を検討した研究はほとんど見られない． 
本研究では，有効視野を制限することで視覚から得

る情報量の変化が，可読性と人の集中力にどのような

影響を与えるか，調査及び検討することを目的とする． 

2  実験概要 
2.1  使用機器  
実験中における被験者の視線の動きを測定するため，

トビー・テクノロジ―社のTobbi Pro X3-120（以下，視

線計測装置）を用いる．また，アイトラッキングデー

タの解析，可視化のために生体計測解析ソフトウェア

である，Tobii Pro Lab を用いる．被験者の閲覧用ディ

スプレイに Panasonic 社のLet’s note CF-SZ5 を用いる．

被験者に閲覧させる文章課題には，青空文庫のWeb サ

イトにて公開されており，被験者が読んだことがない

作品を用いる．集中力を測定するために，脳波計測装

置を用いる．また，遮音のためノイズキャンセリング

ヘッドホンを使用する． 

2.2  実験方法 
 被験者は健常な 20 代の男女を対象とする．被験者

には，前日にアルコールやカフェインの摂取を控える

ように指示する．実験に用いられる文章読解課題には，

ディスプレイ上に表示される情報量によって，どのよ

うな影響を齎すかを調査するため，有効視野の制限を
図 1 人の視野領域 

図 2 有効視野を制限しない文章 

図 3 有効視野を制限した文章 



していない文書での測定（以下，計測①）と有効視野

を制限した文書での測定（以下，計測②）の 2 種類を

用い，2 回測定する．計測②で提示する文書には，周

辺視野領域に当たる部分を黒く塗りつぶしたものを

使用する．実験前に被験者へ実験の概要について説明

を行い，承諾を得る．被験者に脳波計測装置を装着さ

せ，視線計測装置を設置した PC との距離を 30cm 設

けた位置に着席させる．座位状態のまま 5 分間安静に

させたのち，実験を開始する．測定①を行った後，5 分

間の休憩を挟み，測定②を行う．測定①と測定②に制

限時間は設けず，読了までに要した時間を測定し，比

較のための評価指標とする．最後に実験に関するアン

ケートの回答を求め，実験は終了とする．被験者ごと

に測定①と測定②は順不同とする（図 1）（図 2）（表

1）． 

2.3 分析方法 
分析には生体情報である視線分布を用いる.ディス

プレイ上に提示した文書の閲覧時における視線の動

きを測定し，視線の集まり具合をヒートマップに可視

化する． 

集中力を評価するため，計測①と計測②における脳

波を計測する．脳波には，α波や β波，γ波など，いく

つかの種類がある．α波は，8∼12Hz の周波数で，リラッ

クス時に見られる．β 波は，15∼20Hz の周波数で，集

中時や運動時に見られる．γ波は，30~Hz の周波数で，

視覚情報処理の際に見られる．ここでは，実験中に見

られた脳波を計測し，比較の指標として用いる． 

アンケート内容については，生理指標に関する質問

として SSQ（Simulator Sickness Questions）を参考に，

気分や集中しやすさ，見えやすさ，目の疲労度などを

5 段階で回答させる． 

以上の視線のヒートマップ，脳波，文章の読了にか

かった時間，アンケート結果を用いて比較，分析を行

う． 

3  考察 
 有効視野を制限しない文章読解と制限をした文章

読解では，後者においては視覚から得る情報量が減少

し，脳での情報処理負担軽減に繋がることで，集中力

の維持・向上を図ることができると考えられる．文章

読解課題における読了時間は，制限をした課題におい

て減少すると考えられる．また，視線の動きは視界に

制限を加えることで注意の散漫を抑制し，ある程度の

範囲に視線を固定できると考えられる．アンケートに

おいても，集中力に関して肯定的な意見が得られると

考えられる． 

4  おわりに 
今後の展望は，迅速に実験内容を決定した後，被験

者の確保，実験の開始をすることである． 
現時点で考えている分析方法には，視線，脳波，実

験時間，アンケートと数が多いため，評価指標に何を

用いるか決定する必要がある． 
現在，想定している文章読解課題には，公開されて

いる小説の使用を考えているが，実際の ICT の利用内

容には，Web ページの閲覧が多いため，被験者に提示

する情報の検討を行う必要がある．また，有効視野を

制限する方法として，周辺視野領域を黒に塗りつぶす

ことを考えているが，制限する方法の検討をする必要

がある．また，ディスプレイ上での文書読解課題を検

討しているが，ICT の利用には，ディスプレイを用い

た文書作成作業もあるため，タイピング課題を取り入

れるか検討する． 
文書課題に対する理解度を調査するためのアン

ケート項目の導入についての検討を行う． 
 

表 1 実験手順 


